
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

鳳來 亜論（ほうらい　あろん）

モルフェウス
モルフェウス

UGNエージェントA

17

死

犯罪者の子

加虐

長期入院

高校生

男

33

秘密

2
4
0
2

1
0
0
0

1
0
1
0

4
4
1
2

29
9
9
14
28

1 1
1 1

UGN　【経験点使用：1点】 2

5dx+1@7　【1】
9dx+1@7 d10+24　【10】
9dx+1@7 d10+12　【8】
4dx+1@7 d10+24　【7】

　　
白兵
白兵
白兵

5r+1
9r+1
9r+1
4r+1

+24
+12
+24

サイコメトリー<情報：UGN>
創造の御手Lv4+レインフォースLv6+インスタントボムLv6+コンセントレイト：モルフェウスLv3
創造の御手Lv4+インスタントボムLv6+コンセントレイト：モルフェウスLv3
レインフォースLv6+インスタントボムLv6+コンセントレイト：モルフェウスLv3

強化服 6 1

1 0

申し子：セレリティ
結塚晶

眞城 茅帆(ましろ ちほ)
父親

友情
庇護
執着

劣等感
不安
嫌悪

6

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

サイコメトリー

インスタントボム

創造の御手

レインフォース

スプリットアタック

セレリティ

壁抜け

文書偽造

無上厨師

★

0

3

1

6

4

6

2

1

1

1

1

-

1d10

2

2

3

3

2

4

5

-

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メ/リ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

-

至近

-

-

-

至近

至近

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

-

-

[Lv+1]体

自身

自身

自身

効果参照

自動

自動

-

-

対決

-

対決

対決

自動

-

自動

自動

-

↓100

-

-

-

ピュア

-

80↑

Dロイス

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリティカル値-Lv

情報：判定と組み合わせ、ダイスを+[Lv+2]個する

攻撃力：+[Lv*2]の白兵攻撃　装甲無視

ダイス+5、1シナリオにLv回まで

組み合わせ攻撃力+[Lv*2]

組み合わせ攻撃対象[Lv+1]体に変更

2回メジャーを行える　HP[10-Lv]点

知っている料理を忠実に再現できる

ある宗教の狂信者である父親の起こしたテロで足に後遺症を負い、病院に入院後窓から落ちて一度死んだところでオーヴァードへと目覚めた。

今は左足が義足だが、能力を上手く使いつつ力仕事をして稼いでいる。
バイト＞学業で学校を休みがちなので生活指導部には若干目を付けられている。

昔は暗かったがかなり明るくなった。
オーヴァードへの目覚めが自分を活かしてくれていると思っているので、UGNエージェントとしては楽しくやっている。
料理がちょっと苦手な親友の毒味係で日々胃袋が鍛えられている。胃薬が足りない。

父親のテロについては思い出したくもないが、もしかしたらFHと何か関係があったのかもしれないと思っている。
顔の入れ墨は父親に昔入れられたもの。

PC②用ハンドアウト
ロイス:アイザック　カヴァー/ワークス　高校生/ＵＧＮエージェント

放課後、文化祭を目前に控えた高校でキミは準備に取り掛かっていた。
日も暮れてそろそろ帰り支度を始めようかと言う時、キミは校内にレネゲイドの反応を感知する。
現れた傀儡の群れ、そしてそれを率いる男。
彼はキミの存在を認めると即座に姿を消す。
｢表立ったやり方はよそう。キミ達がいるならばね｣
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